
６月2９日
から 焼岳小屋 今シーズンの営業開始
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アルプスリゾート整備本部

山小屋として公益的役割を果たす

焼岳
▶山頂付近を震源とする火山性地震が増加
▶気象庁が臨時の解説情報を継続して発表（6月7日～）

レベル５
（避難）

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が
発生、あるいは切迫している状態にある

レベル４
（高齢者等避難）

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が
発生すると予想される

レベル３
（入山規制）

居住地域の近くまで重大な影響を及ぼ
す噴火が発生、あるいは発生すると予想
される

レベル２
（火口周辺規制）

火口周辺に影響を及ぼす噴火が発生、あ
るいは発生すると予想される

レベル１
（活火山であることに留意）

火山活動は静穏。火口内で火山灰の噴出
がみられる可能性あり

臨時の解説情報
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６月 7日 気象庁が臨時の解説情報を発表

１８日 焼岳小屋の営業開始を当初予定 状況把握のため営業開始を延期

登山を控えるよう呼びかけ
◆ 焼岳は初心者や外国人に人気
◆ 22日(土)は１２０名以上が入山

（朝6:00～9:00の3時間で）

火山活動の活発化によるリスクが高まっています。
登山は控えてください。

登山は自己の責任と判断のもと行い、
ヘルメットを着用するなど十分な安全対策を

２ 災害時における避難誘導 ◆活火山法第６条に基づく「避難促進施設」

１ 自然公園法に基づく宿舎事業（国立公園事業)

⑴ 登山利用環境の保全 ◆登山道の安全確認◆登山者への指導啓発◆トイレの提供

⑵ 避難・休憩機能 ◆体調不良や悪天候等、緊急時の登山者の受入れ◆飲料水等の提供

焼岳小屋の公益的役割

【松本市の対応】

山小屋として公益的役割を果たす

現状を鑑み、
今後一層登山者が増加することが

見込まれるため、

◆ ２９日から営業を開始
◆ 宿泊事業は行わない
◆ レベル２（火口周辺規制）にならない限り、営業は継続
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海外姉妹都市の中高生とオンライン交流

6/28まで参加者募集

7月 25日 （木） 事前学習① （英会話レッスン、自己紹介、アイスブレイク）

8月 19日 (月) 事前学習② （英会話レッスン、松本について調べ学習、プレゼン準備）

8月 20日 （火） 事前学習③ (英会話レッスン、プレゼン準備、実践練習)

8月 21日 （水） グリンデルワルト村と交流 (各都市についてプレゼン、フリートーク)

8月 24日 (土) 廊坊市と交流 (各都市についてプレゼン、フリートーク)

スイス・グリンデルワルト村 中国・廊坊市の中高生と交流

４つの海外姉妹・友好都市交流 コロナの時期は直接訪問しての交流が中止に

若い世代の国際的視野を広げるために、昨年度オンライン交流を開始
（R5交流都市 アメリカ・ソルトレークシティ ネパール・カトマンズ市）

▶定員：16名
（応募者多数の場合は抽選）

▶日程

▶会場：松本市中央公民館
（Mウイング）

▶申込：市ホームページから

今年は
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ネパール・カトマンズ市

・ 姉妹都市提携35周年を記念して
松本市から公式訪問を予定
・ 市民訪問団員を８月から募集
・ 実施時期 ：11月11日(月)～15日(金)

(姉妹都市提携35周年)アメリカ・ソルトレークシティ

定員まで
あと少し

【今年の海外姉妹都市交流事業】

(姉妹都市提携66周年)

・ 昨年7月に姉妹都市提携65周年を記念して
公式訪問を実施
・ 今年は、メンデンホール市長をはじめとする
公式訪問団が松本市を訪問予定
・ 実施時期 ：10月2日(水)～4日(金)
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海外姉妹都市の中高生とオンライン交流

6/28まで参加者募集

昨年度の実施結果

【中１】６名
【中２】８名
【中３】３名

▶参加者数 １７名

・海外の文化や建物、食べ物など知らなかったことを聞けて、海外により興味を持った。
・姉妹都市の人が自分と同じ物が好きで、とってもうれしかった。
・違う学校の同世代の人たちと話したり、ミニゲームで楽しむことができた。

▶感想
★ディスカッション形式から、
自分の都市を英語で紹介する
プレゼンテーション形式に変更

★高校生も参加しやすい
夏休みの時期にまとめて実施

今年は時期と内容を見直し

２年連続で
参加予定の生徒も


